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は
米
軍
の
要
請
に
基
づ
い
て
米
兵
の
輸
送
と
物
資
輸
送
を
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

二
月
二
一
日
の
衆
院
イ
ラ
ク
特
別
委
員
会
で
、
赤
嶺
政
賢
議
員
が
イ
ラ
ク
で
の
航
空
自
衛

隊
の
輸
送
活
動
の
七
五
％
が
多
国
籍
軍
支
援
で
あ
る
こ
と
を
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
同
省

の
山
崎
信
之
郎
運
用
企
画
局
長
は
「
主
と
し
て
多
国
籍
軍
へ
の
支
援
」
と
認
め
て
い
る
。

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
陸
自
撤
退
前
の
開
示
情
報
と
比
較
す
る
と
、
撤
退
後
の
人
員
輸

送
・
物
資
輸
送
の
積
載
量
が
そ
れ
ま
で
の
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
バ
グ
ダ
ッ
ド

で
大
規
模
な
軍
事
作
戦
を
展
開
し
た
昨
年
一
〇
月
以
降
は
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
。
三
万

人
の
増
派
を
行
い
掃
討
作
戦
を
展
開
す
る
米
軍
の
た
め
の
派
兵
で
あ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
米
軍
は
、
対
イ
ラ
ン
へ
の
牽
制
の
た
め
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
空
母
ス
テ
ニ
ス
戦
闘
群

と
空
母
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
戦
闘
群
の
二
個
空
母
戦
闘
群
、
艦
船
約
一
五
隻
、
航
空
機
一
〇

〇
機
以
上
、
一
万
人
以
上
の
兵
員
の
参
加
に
よ
る
大
規
模
な
演
習
を
行
っ
た
。
昨
年
来
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
可
能
性
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
中
で
、
イ
ラ
ク
国
内

の
対
立
が
宗
派
対
立
・
内
戦
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
様
相
は
も
っ
と
複
雑
だ
。

イ
ラ
ク
派
兵
の
問
題
を
複
雑
に
絡
み
合
う
中
東
情
勢
の
中
で
読
み
解
き
、
ア
メ
リ
カ
の

「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
た
め
に
進
め
ら
れ
る
「
日
米
軍
事
再
編
」
と
「
改
憲
」
を
テ
ー
マ
に
、

四
月
一
四
日
に
『
爆
弾
を
落
と
し
続
け
る
ア
メ
リ
カ
　
平
和
を
装
い
続
け
る
日
本
　
で
も
、

只
今
　
再
編
中
　
〜
米
軍
再
編
・
イ
ラ
ク
派
兵
・
改
憲
〜
』
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。

イ
ラ
ク
特
措
法
延
長
、
米
軍
再
編
推
進
法
、
改
憲
の
た
め
の
手
続
法
で
あ
る
国
民
投
票

法
な
ど
こ
の
国
会
で
も
重
要
法
案
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
洋
へ
の
海
自
・
イ

ラ
ク
へ
の
空
自
と
「
只
今
　
参
戦
中
」
を
自
覚
し
、
派
兵
延
長
反
対
や
米
軍
再
編
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

（
や
ま
も
と
　
み
は
ぎ
／
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

前
回
の
「
定
点
観
測
」
で
書
い
た
小
牧
基
地
の
空
中
給
油
機
の
三
月
末
導
入
は
、
機
体

の
整
備
不
良
の
た
め
ま
だ
数
ヶ
月
か
か
る
見
通
し
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
牧
基
地
に
は

す
で
に
格
納
庫
も
出
来
上
が
り
、
二
月
一
日
に
は
空
中
給
油
・
輸
送
機
実
用
試
験
隊
（
Ｋ

Ｃ
実
用
試
験
隊
）
が
約
七
〇
人
で
新
編
さ
れ
、
同
日
、
編
成
完
結
式
が
行
わ
れ
た
。
何
れ

に
し
て
も
、
一
機
約
二
二
三
億
円
、
輸
送
機
と
し
て
使
用
し
た
場
合
に
は
二
〇
〇
人
程
度

の
人
員
を
運
べ
、
貨
物
で
な
ら
最
大
三
五
ト
ン
、
航
続
距
離
は
七
二
〇
〇
キ
ロ
（
積
荷
時
）、

何
よ
り
空
中
で
の
戦
闘
機
へ
の
給
油
に
よ
り
、
滞
空
時
間
が
延
長
さ
れ
攻
撃
能
力
が
飛
躍

的
に
増
す
こ
の
空
中
給
油
機
は
、
今
後
四
機
体
制
に
順
次
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
イ
ラ
ク
へ
の
航
空
自
衛
隊
の
出
撃
基
地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
小
牧
が
、
空
の

派
兵
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
イ
ラ
ク
派
兵
で
は
、
三
月
三
〇
日
、
七
月
末
で
期
限
が
切
れ
る
特
措
法
の
二
年
間

の
延
長
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
陸
自
撤
退
後
、
イ
ラ
ク
国
内
の
治
安
状
況
の
報
道
や
ア
メ

リ
カ
の
動
き
の
報
道
は
あ
る
が
、
空
自
に
つ
い
て
は
地
元
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
ほ
と
ん
ど
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
実
態
は
ま
さ
に
米
軍
の
後
方

支
援
、
兵
站
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
現
場
で
の
「
壊
憲
」
の
既
成
事
実
が
進
ん
で
い
る
。

名
古
屋
で
イ
ラ
ク
派
兵
の
違
憲
訴
訟
を
取
り
組
む
「
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
差
止
訴
訟
の
会
」

が
、
防
衛
庁
（
当
時
）
に
対
し
航
空
自
衛
隊
の
活
動
実
績
の
情
報
公
開
請
求
を
し
た
。
そ

の
結
果
は
、
二
〇
〇
六
年
七
月
一
七
日
か
ら
一
一
月
一
二
日
ま
で
で
活
動
の
実
態
を
公
開

し
た
の
は
わ
ず
か
四
日
間
だ
け
で
他
は
全
て
黒
塗
り
で
返
っ
て
き
た
。

公
開
さ
れ
た
の
は
、
陸
自
撤
退
直
前
の
七
月
一
七
日
が
陸
自
隊
員
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
へ
の

空
輸
が
開
始
さ
れ
た
七
月
三
一
日
（
人
員
は
非
公
開
）
と
、
イ
ラ
ク
を
訪
問
し
た
麻
生
外

相
を
運
ん
だ
日
、「
国
連
等
」
の
輸
送
を
開
始
し
た
日
で
あ
る
。
航
空
自
衛
隊
の
活
動
を
拡

大
を
す
る
際
に
政
府
は
「
国
連
の
要
請
」
を
理
由
に
あ
げ
、
こ
と
さ
ら
そ
れ
を
強
調
し
た
。

い
ま
さ
ら
「
国
連
」
の
任
務
を
非
公
開
に
す
る
理
由
は
な
い
。
な
ら
ば
、
黒
塗
り
の
部
分

視
点
・
論
点

①

「　
只　
今　
参　
戦　
中　
」　
―　
―
名
古
屋
か
ら
イ
ラ
ク
派
兵
延
長
を
問
う

山
本
み
は
ぎ




